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最終氷期以降における諏訪盆地周辺の風化環境の変遷

ハ｜野律歩I，葉田野希2，吉田孝紀1

1信州大学理学部， 2長野県環境保全研究所

Environmen旬lchange血we抽出ngaround the Lake Suwa, Na伊noPrefec旬開，cen:回lJapan

R.Kaw姐 01,N. Ha旬no2&K.Yoぬida1

1 Faculty of Science, Shinshu Ui凶.versity& 2Nagano Prefectural h姐加古efor Environmen旬IConservation 

キーワード：化学組成分析，化学的風化，古環境復元

k句Wぽds：白emi伺lcα叩osition血alysis,ch叙ni伺lwe抽出屯pal切回泊ronmen凶resto捌 on

はじめに

諏訪盆地は糸魚川ー静岡構造鮪以下糸静線）に接し，そ

の活動によって形成されたと考えられる儒鯨 1卯1）.特

に諏訪周辺において糸静線は複数の断層からなる断層帯

となり，いびつな紡錘形または平行四辺形型の諏訪盆地

の東西紛互をNW・SE方向に分布する．藤菰1991）はプノレ

アパートベイズンとしての諏訪湖が形成されたと考えた．

諏訪湖とその沿岸でl埴去に安問ほ村1朔），大嶋ほか

(1997)などによりポーりングコア泊朝削されている．安間

ほ判1朔）で財掛化石群集珪藻化石群集を用いて，大

嶋ほか＇（ 1”ηでは花粉化石群集から古環境の推定がなさ
れている．これらの研究からは諏訪盆地の地下構造や堆

積物，それに含まれる化石群集による古植生キ畦藻の生

息環境の推定がなされ，それに伴う気候の推定がなされ

てきた．

一方，諏訪湖の堆積物はその周辺の風化環境の変遷を

ま録している可制空がある．特に，堆積物の化学組成削司

辺岩石の風イ国首と風イ包後付目成を反映する．また，風化の

中でも化学的風化は気候や地形の影響を受けやすく，気

候の変化を推測するための lつの鍵となる．よって本研

究では諏訪湖南岸のボーリングコアから採取した訴料の

化学分析を用いて，最終氷期以降の諏訪盆地における古

環境およU湖献の起源を，風仕調境の側面から解明す

ることを目的とする．

調量由域

諏訪湖の流入河JIIである上川｜・宮川・砥川などは諏訪湖

を固定嫌々な地質体を直面して諏訪湖へと流入する．本

研究で同調訪湖南岸で掘削されたポーリングコアσ＇ig.1)
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Fig. I 調査地域の地質およびコア掘削地点

を用いたため，堆積物を嘗場合したと考えられる洞川は主

に諏訪湖の南側から流入する上川と官＇） IIである．上Jllは

霧ヶ峰・八ヶ岳といった火山岩類や火山砕屑物で覆われ

た地帯から樹も，宮川出拠と帯・領家帯・三動II帯といっ

た様々 な地質体を遍晶して流入する．

コア詰料の年代

今回のポーリングによって，地疲から深度30mまでの

試料を採取できた (Fig.2〕．そのうち， 5m以浅は人工物

であったため，本研究ではSm以下について検討する．ま

た，ボーリングコアの年代については，木片を用いてl"C

年｛－＼；；測定を依頼した．その結呆 9刀mで331伽去蜘BP,
ll.54mで326回 OyrBP,17.84mで1038同 SyrBP,2128m 

で 137開封OyrBP，お.25mで 1463凶 SyrBP,25.00mで

1儲細部yrBP,30.仙 nで22627土58yrBPという働滑ら



 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

Unit (m)
1 30.0 21.4
2 21.4 19.2
3 19.2 17.5
4 17.5 12.5
5 12.5 5.0
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れた．また，岩相の違いから，本研究では掘削されたポー

リングコアをTublelのように5つのu血に区分した.14C 

年代法によって得られた結果から，各unitの年代は，unitl

で22627～14αlOyrBP，田辺で14αゅ～12!αlOyrBP,un泊

で12（削～10500yrBP, unit4で10筑砂4似沿yrBP,un百

で側yrBP～現在と推定される．

Tめilel 阻 t回全とそれぞれZ端相

深度 岩相 亜炭層

～ 泥質カt優勢の砂質泥質のE層 あり
～ 黒色の泥層 なし

～ 砂層を挟む泥層，灰色泥層 あり

～ 黒色または暗色の塊状泥層 あり

～ 砂質カt優勢の砂質泥質のE層 あり
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F事2 コアから作成した担獄図

亜霊登
掘削したポーリングコアから採取した訴料について，

XRF分側蛍光X節子拘と沼D分析(X線回折分析）を行

った.XRF分析では110誤料こついて，主要化学元素（SiOi,

百Oi,Ah札Feぬ抽O,MgO，，白O,N匂O， ~O,P20s）の化学

車踊防長析を行った．分析はガラスピード法で行い，ガラス

ピードの作成は三宅ほ州1997)の手法に従ったガラスピ

ード作成の融剤としては四ホウ酸リチウムを用い，試料

0.5gに対して四ホウ酸リチウム5.0gの1:10の比率で均

一に揖押したまた，試料先日盟の段階で8泊。C,3時間以

上の加熱により減少した重量江βDを，以下の式》ら求め
た．

凶：I＝（乾燥前重量一韓燥後重量y儒燥前重量~xl()()

沼D分析では25誤料にっし、て分析を行った．それぞれ

の者桝から水ひ法を用いて2μm以下広粒子を分離し，定

方位誤料を作成し分析した．各試料について，生斡料に加

え，エチレングリコール処理塩酸処理， 100。C～500。c
にかけてlOO"Cごとの却頼度目里でX線回折線を得た．得

られたX線回折線のピークを読み取り．計責2001）に従

って粘土鉱物の同定を行った．

鐘墨
•XRF分析(Fig.3) 

全試料でSi02濃度は高く， 45.54-75.73wl %であった．

ほとんどの試料は， SiOiに次いで Ah03の濃度が高い

(122与372似）．増静胸中のSiOi濃度は，堆積物の粒度に

よって非常に大きな影響を受ける．堆積物がより粗いと，

より石英が多く含まれるためにSiOiの濃度は高くなる．

同様にAhOJも粒度の影響を強く反映し，主に粘土鉱物に

濃縮することから，粒度の小さいもので濃度が高くなる．

これにより SiOiとAhOJの負の相関関係をもっ.SiQz濃

度が高いほど他の元素の度カ司届くなることは， SiOiの希

釈効果を反映すると考えられる．砂層が優勢の砂質泥質

互層からなるm笛ではSi1色濃度が高く， Ah03の濃度が

高いことはこのことによると考えられる．

四回の灰色泥層について，上下の層準と比較してMnO,

MgO,CaO濃度が低く，~oがやや高川原向がみられる．

・沼D分析

溜 Dを用いた粘士鉱物の同定では、カオリナイト，緑

泥右，雲母粘土鉱物，スメクタイト，ハロイサイトが同定

された．四回を除き，ほとんどのサンプルで強度は低く，

著しく結品度が低いか非品質物質が卓越していることが

考えられる信思4）.田崎から得られたX線回折線では

他国itの誤料と比較して非常に高いピークが認められ今
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Fig.3 XRF分析結果

7A, 10A, 14～tsAにピークを持ち， 7Aピークで最も強

い強度を示す．ともに塩酸処理では変化がみられず，

500。Cの加繋成盟強にピークが消失していることから，カ
オリナイトと同定される．また， 10A付近には2つのピ

ークがあり， 100。C以上の加繋使盟でわずかに強度が低く
なったこと， SAにも顕著なピークがみられることから，

雲母粘土拡物とハロイサイトが同定される.14～ISAに

みられるピークは， EG処哩では 17Aへの膨潤掬臨で

き，スメクタイトと同定される．

重窒
それぞれの堆積相から，国民1,unit2, unit3はチャネノレイ寸

近の湖底，国首t4は湖底， u並6はチャネノレで堆積したと考

えられる．
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泥層が卓越する凶である剛4で，他unitと比較して

特に高いSi白濃度がみられたため，薄片観察を行ったと

ころ珪藻の存在が確認された．よって，高いSiOi濃度は

珪藻殻やプラントオノ屯ールの混入によると考えられる．

このことは，この叫が闘技的高い凶Iを示すこととも

整合的である．

・緑泥石 ・.母粘土鉱物 ・カオリナイト ・スメウヲイト ・ハロイサイト

unit4以外でもコアの印Iは6.開～39.06%と高川直を示

し．これは珪藻殻のほかに，粘土鉱物が卓越することによ

ると考えられる．

化学分析による化判句風化の指標としてαA値抑制低

血dYoung, 1982）が提案されている. aA.値

(CIA=[Al命／（AhOJ-+C心＋－N112o+KiO)]xlOO, 白びについ

Fi島4 粘土鉱物の種類と強度

ては珪強塩に含まれる分のみを用いる）では，風イ幽程で

流失する元素として N1120，臼0,Ki)を利用しており，

これらが流失し分母が小さくなり値が大きくなるほど風

化が進んでいることを示す.CIA値はボーリングコア全

体で“サ1を示すてFig.5）.また，回1では70～純平均

78), uait2では72～81（平均押）， unit3では72～・85（平均

79），幽4では77サ 1（平均8的，1出6では66～89(平均74)

となった． αA値はunit4で高くなり， uit4が最も強い風

化を受けていると考えられる．



 
 

 

 

 

 

 

 
（原稿受付　2021.3.10）
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